
奈
良
っ
子
は
ぐ
く
み
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
日

奈
良
県
知
事

荒

井

正

吾

奈
良
県
条
例
第
五
十
一
号

奈
良
っ
子
は
ぐ
く
み
条
例

目
次前

文
第
一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
七
条
）

第
二
章

基
本
的
施
策

第
一
節

子
ど
も
の
健
や
か
な
は
ぐ
く
み
（
第
八
条
―
第
十
四
条
）

第
二
節

経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
支
援
（
第
十
五
条
・
第
十
六
条
）

第
三
節

困
難
な
状
況
に
あ
る
子
ど
も
に
対
す
る
支
援
（
第
十
七
条
―
第
十
九
条
）

第
四
節

子
育
て
家
庭
に
対
す
る
包
括
的
な
支
援
体
制
（
第
二
十
条
）

第
三
章

そ
の
他
の
措
置
（
第
二
十
一
条
―
第
二
十
三
条
）

附
則

全
て
の
子
ど
も
は
、
権
利
の
主
体
で
あ
り
、
社
会
を
構
成
す
る
大
切
な
一
員
で
あ
る
。
ま
た
、
一
人

一
人
違
う
個
性
を
有
し
、
未
来
を
切
り
拓
く
限
り
な
い
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
子
ど
も
は
、
社
会
に

ひ
ら

お
け
る
、
多
様
な
経
験
や
様
々
な
人
と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
、
大
人
か
ら
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う
安
心

感
に
包
ま
れ
る
こ
と
で
、
自
ら
を
大
切
に
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
と
感
じ
る
と
と
も
に
、
人
を
思
い
や
る

心
を
培
い
、
安
心
し
て
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
。

し
か
し
な
が
ら
、
核
家
族
化
、
地
域
に
お
け
る
人
間
関
係
の
希
薄
化
等
に
伴
い
、
子
ど
も
を
見
守
る

力
が
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
、
子
育
て
家
庭
の
孤
立
化
及
び
子
育
て
に
関
す
る
不
安
又
は
負
担
の
増
大

を
招
き
、
不
適
切
な
養
育
に
つ
な
が
る
な
ど
、
子
ど
も
が
多
く
の
大
人
か
ら
見
守
ら
れ
安
全
に
安
心
し

て
育
つ
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
損
な
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
私
た
ち
は
、
相
互
に
連
携
し
、
協
働
し
て
、
か
つ
、
社
会
全

体
で
子
ど
も
の
は
ぐ
く
み
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
に
、
本
県
で
育
つ
全
て
の
奈
良
っ
子
が
日
々
喜
び
や
感
動
に
あ
ふ
れ
、
将
来
に
夢
と
希
望
を
抱

き
な
が
ら
、
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
、
こ
の
条
例
を

制
定
す
る
。

第
一
章

総
則



（
目
的
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
子
ど
も
の
は
ぐ
く
み
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
県
の
責
務
、
市
町
村
及

び
関
係
機
関
等
と
の
連
携
等
並
び
に
保
護
者
、
県
民
等
及
び
関
係
団
体
等
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
の
は
ぐ
く
み
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
、
そ
の
施
策
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
て
の
子
ど
も
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

一

子
ど
も

十
八
歳
未
満
の
者
を
い
い
、
十
八
歳
に
達
し
た
後
も
引
き
続
き
施
策
の
対
象
と
す
る

必
要
が
あ
る
者
を
含
む
。

二

は
ぐ
く
み

大
切
に
守
る
と
と
も
に
、
心
身
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
を
い
う
。

三

関
係
機
関
等

国
そ
の
他
の
関
係
機
関
（
市
町
村
を
除
く
。
）
及
び
関
係
団
体
等
（
子
ど
も
の

は
ぐ
く
み
に
関
す
る
活
動
を
行
う
民
間
の
団
体
そ
の
他
の
関
係
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
い

う
。

四

保
護
者

親
権
を
行
う
者
、
未
成
年
後
見
人
そ
の
他
の
者
で
、
子
ど
も
を
現
に
監
護
す
る
者
を

い
う
。

五

県
民
等

県
民
及
び
県
内
に
お
い
て
事
業
活
動
等
を
行
う
者
又
は
団
体
を
い
う
。

六

経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
子
育
て
家
庭

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
い
う
。

ア

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
に
よ
る
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
で

あ
っ
て
、
要
保
護
者
に
子
ど
も
を
含
む
も
の

イ

子
ど
も
の
保
護
者
が
児
童
扶
養
手
当
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
に
よ
る

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
家
庭

ウ

子
ど
も
の
保
護
者
が
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
十

九
号
）
に
よ
る
給
付
金
の
支
給
又
は
貸
付
金
の
貸
付
け
を
受
け
て
い
る
家
庭

エ

ア
か
ら
ウ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
県
、
市
町
村
又
は
関
係
機
関
等
か
ら
経
済
的
支
援

そ
の
他
の
援
助
を
受
け
て
い
る
家
庭

（
基
本
理
念
）

第
三
条

子
ど
も
の
は
ぐ
く
み
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
理
念
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
の
精
神
に
の
っ
と
り
、
全
て
の
子
ど
も
の
有
す
る
権
利
を
十
分
に



尊
重
し
、
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
優
先
し
て
考
慮
す
る
こ
と
。

二

科
学
的
知
見
に
基
づ
き
、
子
ど
も
の
個
性
、
年
齢
及
び
発
達
の
程
度
に
応
じ
て
、
子
ど
も
の
成

長
の
可
能
性
を
最
大
限
に
拡
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
。

三

多
様
な
主
体
が
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
の
は
ぐ
く
み
を

社
会
全
体
で
支
え
る
こ
と
。

（
県
の
責
務
）

第
四
条

県
は
、
前
条
に
定
め
る
基
本
理
念
（
以
下
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。
）
に
の
っ
と
り
、
子
ど

も
の
は
ぐ
く
み
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

（
市
町
村
及
び
関
係
機
関
等
と
の
連
携
及
び
協
力
）

第
五
条

県
は
、
子
ど
も
の
は
ぐ
く
み
に
関
す
る
施
策
を
最
も
適
切
な
環
境
の
下
で
推
進
す
る
た
め
、

市
町
村
及
び
関
係
機
関
等
と
の
適
切
な
役
割
分
担
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
ら
と
連
携
し
、
及
び
協
力
す

る
も
の
と
す
る
。

（
保
護
者
の
役
割
）

第
六
条

保
護
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
自
ら
が
子
育
て
に
つ
い
て
の
第
一
義
的
責
任
を
有
す

る
と
の
認
識
の
下
、
必
要
に
応
じ
て
県
、
市
町
村
及
び
関
係
機
関
等
に
よ
る
支
援
を
活
用
し
つ
つ
、

適
切
な
環
境
に
お
い
て
、
愛
情
を
も
っ
て
子
ど
も
を
養
育
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
県
民
等
及
び
関
係
団
体
等
の
役
割
）

第
七
条

県
民
等
及
び
関
係
団
体
等
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
子
ど
も
の
は
ぐ
く
み
に
つ
い
て
の

理
解
及
び
関
心
を
深
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
章

基
本
的
施
策

第
一
節

子
ど
も
の
健
や
か
な
は
ぐ
く
み

（
乳
幼
児
の
は
ぐ
く
み
）

第
八
条

県
は
、
就
学
前
の
子
ど
も
の
生
活
を
取
り
巻
く
環
境
に
応
じ
て
良
質
か
つ
適
切
な
保
育
及
び

教
育
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
子
ど
も
及
び
子
育
て
家
庭
の
状
況
並
び
に
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
施
策

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

県
は
、
子
ど
も
が
自
己
を
大
切
な
存
在
で
あ
る
と
認
識
し
、
か
つ
、
他
者
を
尊
重
す
る
精
神
を
培

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
芸
術
、
自
然
等
に
親
し
む
機
会
の
提
供
、
乳
幼
児
期
か
ら
の
遊
び
及
び
運

動
の
機
会
の
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
は
ぐ
く
み
の
場
の
充
実
）

第
九
条

県
は
、
子
ど
も
が
地
域
に
お
い
て
多
様
な
経
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
文
化



芸
術
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
自
然
体
験
活
動
そ
の
他
の
体
験
活
動
の
機
会
及
び
他
の
世
代
と
の
交

流
の
機
会
の
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

県
は
、
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
、
子
ど
も
が
地
域
に
お
い
て
安
全
に
安
心
し
て
交
流

し
、
及
び
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
場
所
の
確
保
、
学
習
支
援
活
動
等
の
取
組
に
対
す
る
支
援
そ
の
他
の

必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
地
域
に
お
け
る
多
様
な
活
動
を
通
じ
た
は
ぐ
く
み
）

第
十
条

県
は
、
県
民
等
が
相
互
に
交
流
し
、
及
び
連
携
し
て
、
食
事
の
提
供
そ
の
他
の
地
域
に
お
け

る
子
ど
も
の
は
ぐ
く
み
に
関
す
る
活
動
を
自
主
的
か
つ
自
立
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

情
報
の
提
供
、
人
材
の
育
成
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
相
互
に
尊
重
し
合
う
心
を
培
う
は
ぐ
く
み
）

第
十
一
条

県
は
、
子
ど
も
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
つ
つ
支
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

性
別
、
国
籍
、
障
害
の
有
無
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の
子
ど
も
が
と
も
に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
環

境
の
整
備
、
人
材
の
育
成
、
相
談
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
子
ど
も
の
意
見
の
尊
重
）

第
十
二
条

県
は
、
子
ど
も
の
意
見
が
年
齢
及
び
発
達
の
程
度
に
応
じ
て
尊
重
さ
れ
る
よ
う
、
そ
の
表

明
の
機
会
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
権
利
及
び
利
益
の
尊
重
に
関
す
る
啓
発
そ
の
他
の
必

要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

県
は
、
子
ど
も
の
抱
え
る
不
安
が
解
消
さ
れ
る
よ
う
、
市
町
村
及
び
関
係
機
関
等
が
適
切
に
連
携

し
、
子
ど
も
か
ら
の
相
談
に
対
応
す
る
た
め
の
環
境
の
整
備
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の

と
す
る
。

（
男
性
の
育
児
参
画
の
促
進
）

第
十
三
条

県
は
、
男
性
の
育
児
参
画
を
促
進
す
る
た
め
、
市
町
村
及
び
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
県

民
等
に
対
す
る
啓
発
、
男
性
に
対
す
る
必
要
な
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の

と
す
る
。

（
社
会
全
体
に
よ
る
は
ぐ
く
み
）

第
十
四
条

県
は
、
県
民
等
及
び
関
係
団
体
等
の
自
主
的
か
つ
積
極
的
な
子
ど
も
の
は
ぐ
く
み
を
推
進

し
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
の
は
ぐ
く
み
に
取
り
組
む
気
運
の
醸
成
を
図
る
た
め
、
市
町
村
と
連
携
し
、

啓
発
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
二
節

経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
支
援

（
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
経
済
的
支
援
等
）



第
十
五
条

県
は
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
及
び
経
済
的
自

立
を
図
る
た
め
、
各
種
の
給
付
金
の
支
給
、
貸
付
金
の
貸
付
け
そ
の
他
の
経
済
的
支
援
、
相
談
、
情

報
の
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

県
は
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
子
育
て
家
庭
の
保
護
者
が
安
定
し
た
職
業
に
就
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
就
業
に
関
す
る
相
談
、
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
の
機
会
の
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
施

策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
母
子
家
庭
等
に
対
す
る
生
活
上
の
支
援
）

第
十
六
条

県
は
、
母
子
家
庭
等
の
保
護
者
の
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
の
両
立
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
市

町
村
及
び
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
生
活
上
の
支
援
を
行
う
体
制
の
整
備
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

県
は
、
母
子
家
庭
等
の
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
必
要
な
養
育
に
要
す
る
費
用
の
支
払
並
び
に

父
又
は
母
と
子
ど
も
と
の
面
会
及
び
そ
の
他
の
交
流
が
適
切
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
相
談
、
情
報
の

提
供
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
三
節

困
難
な
状
況
に
あ
る
子
ど
も
に
対
す
る
支
援

（
体
罰
に
よ
ら
な
い
子
育
て
の
推
進
）

第
十
七
条

県
は
、
体
罰
を
加
え
る
こ
と
の
な
い
子
育
て
を
推
進
す
る
た
め
、
市
町
村
と
連
携
し
、
県

民
等
及
び
関
係
団
体
等
に
対
す
る
啓
発
、
研
修
の
実
施
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す

る
。

（
児
童
虐
待
の
予
防
等
）

第
十
八
条

県
は
、
児
童
虐
待
の
予
防
及
び
早
期
発
見
そ
の
他
の
児
童
虐
待
の
防
止
並
び
に
児
童
虐
待

を
受
け
た
子
ど
も
の
迅
速
か
つ
適
切
な
保
護
及
び
自
立
の
支
援
に
資
す
る
よ
う
、
保
護
者
に
対
す
る

指
導
、
市
町
村
及
び
児
童
相
談
所
に
お
け
る
相
談
支
援
体
制
の
整
備
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず

る
も
の
と
す
る
。

２

県
は
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定

す
る
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。
）
を
設
置
し
、
関
係
機
関
が
速

や
か
に
情
報
の
交
換
そ
の
他
の
緊
密
な
連
携
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
市

町
村
が
協
議
会
を
設
置
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
円
滑
な
運
営
の
支
援
そ
の
他
の
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
社
会
的
養
護
が
必
要
な
子
ど
も
の
は
ぐ
く
み
）

第
十
九
条

県
は
、
保
護
者
の
な
い
子
ど
も
又
は
保
護
者
に
監
護
さ
せ
る
こ
と
が
不
適
当
で
あ
る
と
認



め
ら
れ
る
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
資
す
る
よ
う
、
児
童
養
護
施
設
、
里
親
等
の
役
割
に
関
す
る

理
解
の
促
進
、
社
会
的
養
護
を
担
う
人
材
の
育
成
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
四
節

子
育
て
家
庭
に
対
す
る
包
括
的
な
支
援
体
制

第
二
十
条

県
は
、
子
育
て
家
庭
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
、
そ
の
実
情
に
即
し
た
解
決
を
図

る
た
め
、
市
町
村
及
び
関
係
機
関
等
が
、
支
援
を
必
要
と
す
る
子
育
て
家
庭
に
対
し
、
状
況
の
把
握
、

相
談
、
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
支
援
を
包
括
的
か
つ
継
続
的
に
行
う
体
制
の
整
備
の
促
進
そ

の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
三
章

そ
の
他
の
措
置

（
実
施
計
画
の
策
定
）

第
二
十
一
条

知
事
は
、
子
ど
も
の
は
ぐ
く
み
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る

た
め
の
実
施
計
画
（
以
下
「
実
施
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

知
事
は
、
実
施
計
画
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
県
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な

措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

知
事
は
、
実
施
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
二
項
の
規
定
は
、
実
施
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
実
施
状
況
の
公
表
）

第
二
十
二
条

知
事
は
、
毎
年
度
一
回
、
実
施
計
画
に
基
づ
き
県
が
講
じ
た
施
策
の
実
施
状
況
を
と
り

ま
と
め
、
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

（
財
政
上
の
措
置
）

第
二
十
三
条

県
は
、
基
本
理
念
に
基
づ
き
子
ど
も
の
は
ぐ
く
み
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
た
め
、

効
果
的
か
つ
効
率
的
に
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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